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生
活
習
慣
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
異
常
を
早
期
に
発
見
し
て
生
活
習
慣

を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
特
定
保
健
指
導
該
当
者
の
方

を
対
象
に
「
か
ら
だ
チ
ェ
ン
ジ
教
室
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
に
は
メ
タ

ボ
リ
ス
ク
が
高
い
方
へ
の
積
極
的
支
援
を

目
的
と
し
た
「
し
っ
か
り
チ
ェ
ン
ジ
コ
ー

ス
」、
メ
タ
ボ
リ
ス
ク
が
現
れ
は
じ
め
た

方
へ
の
動
機
付
け
支
援
を
目
的
と
し
た

「
気
ま
ま
に
チ
ェ
ン
ジ
コ
ー
ス
」
の
２
つ

の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
特
定
健
診
の
結
果
を
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　特定健診を年に一度、定期的に受診して自分の体の状態
を確認することが生活習慣病予防のための第一歩です。

市・市民課　　４２‐１８０５

特定健診を受診しましょう

問

特
定
健
診
受
診
率
が
上
昇

　

日
本
全
国
の
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

し
た
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
は
、

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど
生
活

習
慣
病
の
原
因
と
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
、
メ
タ

ボ
）の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
特
定
健

診
受
診
率
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
上
昇
傾

向
で
推
移
し
、
24
年
度
、
25
年
度
と
全
道

平
均
を
２
年
連
続
で
上
回
る
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

平
成
25
年
度
の
受
診
状
況
で
は
、
女
性

の
受
診
者
が
多
く
、
年
代
別
で
は
男
女
と

も
に
40
歳
代
、
50
歳
代
の
受
診
者
が
少
な

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
40
歳
代
の
受

診
率
は
、
男
性
17
・
３
％
、
女
性
20
・
１
％

で
男
女
共
に
最
も
低
い
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
（
図
２
）。

　

ま
た
、
特
定
健
診
の
結
果
、
特
定
の
検

査
項
目
（
腹
囲
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
糖
、
脂
質
、

血
圧
）
の
値
が
基
準
値
を
上
回
っ
た
特
定

保
健
指
導
該
当
者
の
割
合
は
、
い
ず
れ
の

▲図１　特定健診受診率の推移

「
か
ら
だ
チ
ェ
ン
ジ
教
室
」

２
つ
の
コ
ー
ス
で
習
慣
改
善

（％）
40.0

30.0

20.0

10.0

0
平成 20 年度　21 年度　 22 年度　 23 年度　 24 年度　 25 年度

23.4

18.7 18.7
20.0

29.3
31.2

基
に
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
コ
ー
ス
を
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
実
績
は
、
積
極
的
支
援

と
動
機
付
け
支
援
を
合
わ
せ
て
48
人
の
方

が
「
か
ら
だ
チ
ェ
ン
ジ
教
室
」
に
参
加
し

て
お
り
、
参
加
者
か
ら
は
、「
目
標
を
意

識
し
て
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い

う
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
受
診
者
全
員
を
対
象

に
「
結
果
説
明
会
（
成
人
健
康
・
栄
養
相

談
）」（
図
５
）
や
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
を

対
象
に
し
た「
一
般
健
康
・
栄
養
相
談
」（
図

６
）
を
そ
れ
ぞ
れ
開
い
て
い
る
ほ
か
、市
・

保
健
医
療
課
（
は
ー
と
ふ
る
内
、
電
話
：

49

－

６
０
５
０
）
で
は
、
保
健
師
や
栄
養

士
が
電
話
や
来
館
に
よ
る
相
談
を
受
け
付

留萌市
全道平均

20.9

21.5 22.6 23.5

24.0 24.7

40
歳
代
の
該
当
率
が
高
い

け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
な
ど
軽
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る

「
運
動
教
室
」
を
毎
月
１
回
開
催
し
、
生

活
習
慣
の
改
善
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
市
・
市
民
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

広
報
る
も
い
今
月
号
の
「
く
ら
し
の

お
知
ら
せ
」
で
は
、
16
ペ
ー
ジ
に
『「
秋

の
特
定
健
診
」「
各
種
が
ん
検
診
」
実
施

の
ご
案
内
』
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

e-rum
oi.jp/

）
や
秋
の
集
団
検
診
の
町
内

回
覧
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

若いうちから特定健診
を受診し、ご自身の健
康をチェックしましょ
う！

▲図２　平成 25年度男女別・年代別受診状況

▲図３　平成 25年度男女別・年代別特定保健指導該当者状況
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全
道
の
平
成
25
年
度
特
定
健
診
有
所
見

者
（
基
準
値
を
超
え
て
い
る
方
）
の
う

ち
、
市
の
有
所
見
者
の
状
況
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
）
と
収
縮
期
血
圧
（
上
の
血
圧
）
の
割

合
が
高
く
、
受
診
者
の
ほ
ぼ
半
数
と
い
う

結
果
と
な
っ
て
お
り
、
血
管
に
負
担
が
掛

か
っ
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
メ
タ
ボ
の
判
断
基
準
で
あ

る
腹
囲
は
、
全
道
平
均
を
上
回
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
図
４
）

男性
女性

40歳代　　    　50 歳代　　　　60歳代　　 　70 ～ 74 歳

メ
タ
ボ
判
断
基
準
の
腹
囲
が

全
道
平
均
を
上
回
る

検査項目

▲図４　平成 25年度特定健診有所見者状況（北海道国民健康保険団体連合会データより）

国民健康保険加入者の
３人に１人が受診

国民健康保険加入者の皆さんへ

年
代
で
も
男
性
が
多
く
、
男
女
と
も
に
40

歳
代
の
該
当
率
が
高
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
図
３
）
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保健福祉センター
はーとふる 10：00 ～ 15：00

月

月

日

日

12

３

４

29

▲図 5　平成 27 年度結果説明会（成人健康・栄養
　　　　相談）
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▲図６　平成 27年度一般健康・栄養相談

会　場　　　　実施日　　　  時　間

ＬＤＬコレステロール
（悪玉コレステロール）

収縮期血圧（上の血圧）

ヘモグロビンＡ１ｃ

腹　囲

ＢＭＩ

量が多い状態が続くと血管内にたまり、動脈硬化を進行させます。

高血圧になると動脈硬化のリスクが高まります。

血糖の状態を調べて糖尿病の判定をします。

基準値（男性 85 ｃｍ、女性 90 ｃｍ）を超えた場合、内臓脂肪型肥満の
おそれがあります。

身長と体重のバランスから肥満の程度を調べる体格指数です。
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受診者が少ない！

40歳代男性の３人に１人、
50歳代・60 歳代男性の４人に
１人が特定保健指導該当者


